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第 1 章

HD 革命 /WinProtector の
使用開始にあたって 

ここでは、HD 革命 /WinProtector をお使いいただける動
作環境、インストール方法、注意事項や制限事項などにつ
いて説明しています。
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オペレーティング
システム
（いずれも日本語版）

Windows 10 October 2018 Update（バージョン 1809）　32bit/64bit 版

Windows 8.1 Update　32bit/64bit 版

Windows 7 SP1　32bit/64bit 版
※ Windows RT/RT 8.1 には対応していません。
※アドミニストレーター権限（管理者権限）が必要です。
※ 2018 年 11 月 1 日現在の対応 OS となります。Windows 10 の大型アップデートについての最新情報は、

弊社 Web サイトでご確認ください。
※マイクロソフトがサポートを終了したオペレーティングシステムは、弊社製品のサポートも終了とさせていただ

きます。

コンピューター 上記のオペレーティングシステムが稼働するコンピューター （PC/AT互換機のみ）
※ Macintosh（Mac）には対応していません。

メモリ
Windows 10/8.1/7　64bit 版：4GB 以上（8GB 以上を推奨）
Windows 10/8.1/7　32bit 版：2GB 以上
※メモリ上に「一時ファイル」を設定する場合、保護を行うためのメモリとは別に、インデックス用としてドライ

ブサイズに対して約 1,000 分の 1 のメモリ容量が必要です。

CD/DVDドライブ CD-ROMが読み込めるドライブ
ハードディスク
SSD 50MBの空き容量（本製品のインストール用として）

対応ファイルシステム
FAT32、NTFS（FAT16、exFAT には対応していません）
※ダイナミックディスクの環境では使用できません。
※仮想ディスク（.VHD）をマウントしたドライブには対応していません。

モニター 画面解像度が 1024 × 768 のモニター

その他 インターネット接続環境
※アップデータのダウンロードなどで必要となります。

※ HD 革命 /WinProtector は、Symantec 社の「Norton GoBack」（「System Works」に含まれる「Norton GoBack」を含む）と共
存できません。

※ 32bit の OS において、OS 管理外のメモリを使用するには、Intel955 以降のチップセット、または AMD Opteron/Athlon 64/
Phenom など 8GB 以上のメモリを利用できる CPU を搭載している必要があります。

※コンピューターによっては OS 管理外のメモリを使用するに当たり、BIOS の設定（メモリリマップ機能）を有効にする必要があります。
BIOS によってはこの設定がない場合がありますので、コンピューター付属のマニュアルなどでご確認ください。

※他の OS 管理外のメモリを使用しているソフトウェアと同時には、OS 管理外のメモリを使用することはできません。
※お使いの環境によっては、HD 革命 /WinProtector を使用している間は、Windows の休止状態 / サスペンド、スタンバイ / スリープな

どの省電力機能が正しく動作しない場合があります。また、OS 管理外のメモリを使用する場合は、省電力機能は使用できません。

ご利用いただけるシステム環境（システム要件）

コンピューターシステム環境

　HD革命 /WinProtector Ver.8（以下「HD革命 /WinProtector」）をご利用いただくためには、次のコ
ンピューターハードウェアおよびオペレーティングシステムが必要です。

　HD革命 /WinProtector の製品エディションには、個人ユーザー向けの「Standard」、サーバー・クライアント環境で使
用する法人向けの「Network Controller」があります。そのほかに、「Simple Edition」が存在します。
・Standard：Windows の保護を行うための基本ソフトウェア「HD革命 /WinProtector」が搭載されているエディショ

ンとなります。
・Network Controller：「Standard」の機能に加え、高度なリモート制御や監視を行う機能が搭載された製品となります。
・Simple Edition：「HD革命 /WinProtector」において、コンピューターをROM化するために必要な機能のみ搭載した

エディションとなります。

HD 革命 /WinProtector の製品エディション
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HD革命 /WinProtector のインストール
　旧バージョンのHD革命 /WinProtector、または SSD革命 /SpeedAdvance をインストールされてい
る場合は、アンインストールしてからインストールを始めてください。

インストール開始 オプション設定の選択

項目の選択

再起動

シリアル番号の入力

1

4

5

3

2

　「インストール開始」をクリックします。

　インストールに関する設定を行います。「デスク
トップにショートカットを作成する」を選択すると、
インストール後、デスクトップに「Ark ランチャー」
のアイコンが作成されます。

　インストール後はコンピューターを再起動します。

　Windows のオプション設定を変更することがで
きます。この画面で動作を選択する機能は、HD革
命 /WinProtector を使用する上で影響が大きく、
できる限りオフにして使用することを推奨します
（機能については 3-2 ページ参照）。

　シリアル番号を入力します。

シリアル番号は、半角英字の大文字と半角数
字で入力してください。ハイフン（－）も必
要です。
（例）ABCD ─E12─FGH345JK67
受け付けられないときは、全角文字や小文字
になっていないかどうかを確認してください。

クリック
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ァイルが、保護されているドライブ以外にある場合は、
そのファイルは保護されていないためにファイルの破
損・変更があるとOSの起動ができなくなります。

◦保護中のドライブ操作について
　HD革命 /WinProtector でシステムを保護して
いる間は、「ディスクの管理」や「HD 革命 /
Partition EX」、そのほかのツールでドライブの作
成や削除などの操作を行わないでください。

◦Windows 10/8.1/8 の「記憶域」機能で作成した
ディスクについて

　Windows 10/8.1/8の「記憶域」で作成したディス
クに対して保護を行うことは動作保証外となります。

◦暗号化ソフトウェアとの併用について
　HD革命 /WinProtector は、BitLocker 暗号化
機能に対応していますが、BitLocker 以外の暗号
化ソフトウェアには対応していません。「設定ファ
イルが読み込めませんでした。」とメッセージが表
示される場合は、BitLocker 以外の暗号化ソフト
ウェアによる暗号化が行われている可能性がありま
すので、暗号化を解除してから保護を開始してくだ
さい。
　BitLocker により暗号化されたディスクに対し
て保護を行う場合、「除外する項目の設定」タブ
（2-11 ページ）で除外する項目名を選択することは
できません。また、「リアルモードから保護を開始
する」、「シャットダウン／再起動時に一時ファイル
の内容を継続する」（共に 2-19 ページ）のオプシ
ョンは使用できません。

◦保護中の省電力機能について
　お使いの環境によっては、HD革命/WinProtector
でシステムを保護している間は、Windowsの休止状
態／サスペンド、スタンバイ／スリープが正しく動作
しない場合があります。また、OS管理外のメモリを

・お使いの環境やインストールされているソフトウ
ェアによっては、正常に動作しないことがありま
す。このような場合は、常駐ソフトウェアの停止
や周辺機器の取り外しを行うことで、動作するよ
うになることがあります。

・Symantec社の「Norton GoBack」（「SystemWorks」に
含まれる「Norton GoBack」も含む）がインストールさ
れている環境には、HD 革命 /WinProtector 
をインストールしないでください。HD革命 /Win
　Protector をインストールする前に「Norton 
GoBack」をアンインストールしてください。

◦ファイルシステムについて
　対応ファイルシステムはNTFSと FAT32 です。
ただし、仮想ディスク（.VHD）をマウントしたド
ライブには対応していません。

◦ダイナミックディスクについて
　ダイナミックディスクの環境で保護を行うことは
できません。

◦ディスク デフラグについて
　HD革命 /WinProtector によってドライブの保
護を行っている間は、「ディスク デフラグ」または
それと同様の機能をもつディスク最適化ソフトウェ
アによる最適化は行わないでください。

◦ハードディスクの断片化について
　ドライブの断片化が激しいときは、保護を行うこと
ができません。このようなときは、あらかじめ「ディス
ク デフラグ」などによって断片化を解消してください。

◦OS の起動に関わるファイルが、保護されているド
　ライブ以外にある場合の注意事項
　マルチブートなどの環境で、OSの起動に関わるフ

HD革命 /WinProtector 使用時の注意事項・制限事項

安全にご利用いただくために

システムの操作に関連して

ハードディスク、ファイルシステムなどに関連して
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・OS管理外のメモリを使用するには、Intel955以降
のチップセット、または AMD Opteron/Athlon 
64/Phenom など 8GB以上のメモリを利用でき
るCPUを搭載している必要があります。

・コンピューターによってはOS管理外のメモリを使
用するに当たり、BIOS の設定（メモリリマップ機能）
を有効にする必要があります。BIOS によってはこ
の設定がない場合がありますので、マニュアルな
どでご確認ください。

・他のOS 管理外のメモリを使用しているソフトウェ
ア（Memory革命 /RAM Drive など）と同時に、
OS 管理外のメモリを使用することはできません。

・OS管理外のメモリを使用する場合は、休止状態 /
サスペンドなどの省電力機能は使用できません。

◦Windows 起動時のメモリ不足について
　Windows の起動時に保護を開始する設定にし、
かつ保護中の変更内容をドライブに適用する場合、
変更した内容（アプリケーションのインストールや
アップデートなど）の影響でWindows が必要とす
るメモリ容量が増えると、Windows がメモリ不足
となり動作できなくなります。このとき、解除セレ
クターを表示しないようにしていると、Windows
起動時に保護を解除できないため、Windows が起
動できなくなる可能性があります。
　変更をシステムに適用する設定にしている場合は、
設定する一時ファイルのサイズには余裕を持たせ、「そ
の他の設定」（2-19 ページ）で「解除セレクターを表
示する」のチェックをはずさないようにしてください。

　HD革命 /WinProtector で「OS起動時から保
護を開始する」または「リアルモードから保護を開
始する」のオプションが選択されている場合、
Windows 起動時にチェックディスクが行われると
チェックディスクによる再起動が繰り返され、
Windows の起動に支障が出ることがあります。こ
れは、HD革命 /WinProtector がドライブを保護
しているため、チェックディスクが終了したことを
示すフラグが破棄されてしまうことによります。チ
ェックディスクが頻繁に発生するような環境で使用

チェックディスクの操作について

使用する場合は、省電力機能は使用できません。

◦保護中にコンピューターをリセットした場合の動
　作について
　ドライブを保護中にコンピューターをリセットし
た場合や、一時ファイルが限界値に達して再起動し
た場合、保護中に変更されたデータは破棄されてし
まいます。重要なデータは定期的にバックアップを
行うか、別のドライブやメディアに保存してください。
　また、「OS起動時から保護を開始する」にチェック
を入れていないときは保護が解除された状態で
Windows が再起動します。保護された状態で
Windows を再起動したいときは「OS起動時から保
護を開始する」にチェックを入れてください（OSの
起動時／終了時の設定は2-19ページ参照）。

◦「一時ファイル」と「インデックス」
　HD革命 /WinProtector は、ドライブへの書き
込みを保存するための「一時ファイル」をメモリに
も作成できます。また、それとは別に、どのセクタ
ーが使用されたかを記録するための「インデックス」
も同様にメモリ上にも作成できます。「インデック
ス」は、ドライブのサイズに応じて必要なサイズが
異なり、ドライブサイズに対して約 1,000 分の１
のメモリ容量が必要です。
　そのため、メモリを使用する設定にして保護を行
うには、「一時ファイル」＋「インデックス」のメモ
リ容量が必要となります。ドライブのサイズが大き
くなるほど、「インデックス」の作成に必要なメモリ
も大きくなるため、メモリサイズとドライブのサイ
ズによっては保護を行うことができません。
　「メモリが足りません」と表示される場合は、ド
ライブのサイズを小さくするか、ハードディスクに
設定するようにしてください。

◦OS 管理外メモリについて
　32 ビット版のWindows では、OSの制限によ
り 3GB（値は環境により前後します）のメモリしか認識で
きません。3GB以上のメモリはOS管理外のメモ
リとなります。HD革命 /WinProtector では、こ
のOS管理外メモリも使用することができますが、
以下の注意事項があります。
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ることになりますのでセキュリティは向上しますが、
「一時ファイル」の使用量がオプションを使用しな
い場合と比べて大きくなります。

　システムドライブがGPTディスク環境では、「詳
細設定」の「その他の設定」において「リアルモー
ドから保護を開始する」オプションは選択できませ
ん。また、Intel 6 シリーズ以降のチップセット
（Z68、Z77、Z87など）を搭載したコンピューター
で、RAID機能（Intel Smart Response Technology）
が有効の場合は、「リアルモードから保護を開始す
る」オプションを選択しても、メモリ不足により保
護を開始することができません。「OS起動時から
保護を開始する」設定であれば、前述の環境におい
ても起動時からの保護を行うことは可能です。
　なお、「リアルモードから保護を開始する」オプ
ションが使用できない場合、この機能と連動してい
る「シャットダウン／再起動時に一時ファイルの内
容を継続する」オプションで継続保護を行うことが
できなくなります。

　Windows 7 以降のOSには、SSDの最適化を
行う Trim機能がありますが、この機能が有効の環
境でドライブの保護を行うと、保護が正常に行われ
ないことがあります。SSD上のドライブを保護す
る場合は、Trim 機能をオフにしてご利用ください。
Trim機能は、「ComfortDisk」（3-2 ページ）で設
定を変更することができます。

　除外する項目を設定する時は、「保護ドライブへ
の全ての書き込みを一時ファイルに書き込む」のオ
プションがオンになります。
　そのため、データを保存すると保護ドライブへの
書き込みが行われたことになり、その分一時ファイ

する場合は、チェックディスクをオフにして使用し
てください。設定の変更は「ComfortDisk」（3-2
ページ）より行うことができます。

◦オプションを使用するための条件
　2-8 ページの「一時ファイルの保存先」タブで、「一
時ファイルの場所」に「メモリ」を選択し、かつ「保
護するドライブの設定」タブで、保護するドライブ
が１つだけ選択されている場合のみ、このオプショ
ンを使用することができます。

◦再起動時の注意
　他のアプリケーションから直接Windowsのシャ
ットダウン／再起動が行われると、「終了ダイアロ
グ」は表示されません。このオプションを選択して
いる場合、変更が適用されずにシャットダウン／再
起動が行われるため、書き込まれたタイミングによ
っては、内容に不整合が起こりOSやアプリケー
ションの動作に支障が出る場合があります。このオ
プションを選択している場合は、他のアプリケーシ
ョンでシャットダウン／再起動を行わず、
Windows によるシャットダウン／再起動を行って
ください。

　HD革命 /WinProtector では、ドライブの保護
中に使用領域（保護を開始した時点でファイル・フ
ォルダーが存在する領域）の変更が行われると、そ
の変更は「一時ファイル」に書き込まれます。新規
に作成するファイル・フォルダーは、そのままドラ
イブの「空き領域」に書き込み、どの領域が使用さ
れているかの情報のみ「一時ファイル」に書き込ま
れるようになっています。
　「その他の設定」タブ（2-18 ページ）で「保護ド
ライブへの全ての書き込みを一時ファイルへ書き込
む」オプションを選択すると、この「空き領域」へ
の書き込みもすべて「一時ファイル」に書き込まれ

除外する項目を設定するときの注意事項

SSD（Solid State Drive）を保護する場合
の注意事項

「リアルモードから保護を開始する」
オプションを使用する場合の注意事項

「保護ドライブへの全ての書き込みを一時ファイル
へ書き込む」オプションを使用する場合の注意事項

「現在の状態をシステムに適用後、保護を継続
する」オプションを使用する場合の注意事項
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　インストール時のオプションで「アプリケーショ
ンの追加と削除」をオン（1-3 ページ）にしている
場合は、「コントロールパネル」→「プログラム」→「プ
ログラムと機能」（または、「スタート」ボタン→「設
定 」 →「 ア プ リ」） の 一 覧 か ら「HD 革 命 /
WinProtector」を選択してアンインストールを行
うことができます。
　「アプリケーションの追加と削除」をオフにしてイ
ンストールした場合は、もう一度インストールと同
じ手順を実行することで、アンインストールを行う
ことができます。

　SSD 革命 /SpeedAdvance と同時使用はでき
ません。
　HD革命 /WinProtector で保護中は、他の革命シ
リーズでのバックアップやコピーを行うことができ
ません。また、すべての機能が使用できない場合が
あります。

ルの使用容量が増加します。

　「アップデート連携」タブで、「Windows Update
の更新処理を行う」オプションを設定し、詳細画面
（2-15 ページ）でWSUSサーバーの設定を行うと、
Windows のグループポリシーにおけるWSUSサ
ーバーの設定が変更されます。
　そのため、HD革命 /WinProtector を介さない
Windows Updateを行う場合も、設定したWSUS
サーバーに接続しにいくようになります。また、
WSUS サーバーの設定をしたまま HD 革命 /
WinProtector をアンインストールしてもグループ
ポリシーのWSUSサーバーの設定は残ったままと
なります。

　「アップデート連携」タブで、「Windows Update
の更新処理を行う」オプションを設定し、詳細画面
（2-15ページ）でプロキシサーバーの設定を行う場
合、Windows 10 の環境では認証つきプロキシは
指定できません。

・「HD革命 /WinProtector」と「ネットワークマ
ネージャー」は同時にインストールできません。
・「ネットワークマネージャー」機能を使用する場
合は、ファイアウォールの例外処理を行っていま
す。この例外処理は「HD革命 /WinProtector」
および「ネットワークマネージャー」のインスト
ール時に行われます。そのため、後からセキュリ
ティソフトウェアがインストールされた場合、例外
処理が行われていないためにリモートでの保護の
開始、解除ができません。「HD革命/WinProtector」
または「ネットワークマネージャー」を一度アン
インストールし、再度インストールしてください。

アンインストールについて

革命シリーズとの共存について

ネットワークマネージャー使用時の注意事項

「アップデート連携」で WSUS サーバーを
使用する場合の注意事項

「アップデート連携」でプロキシサーバーを
使用する場合の注意事項
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HD 革命 /WinProtector
を使用する

ここでは、HD 革命 /WinProtector を使用して、ドライブ
の保護、保護の解除、オプションの設定などを行う方法に
ついて説明しています。
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HD革命 /WinProtector の基本機能
　HD革命 /WinProtector の基本機能について説明します。

　HD 革命 /WinProtector は、Windows 使用時
にドライブへの書き込みが行われないように制限す
ることにより、ドライブの保護を行うソフトウェア
です。
　通常ならドライブへ書き込まれるデータは、別ド
ライブやコンピューターの物理メモリ上に作成した
領域（HD革命/WinProtectorでは「一時ファイル」
といいます）に書き込まれます。これによりドライ
ブが保護されます。
　ドライブの保護を開始すると、ドライブへの書き
込みはHD革命 /WinProtector のドライバがそれ
をすべて“横取り”して一時ファイルに書き込みま
す。見た目には何も変化はありませんが、実際に
はHD革命 /WinProtector が管理する一時ファイ
ルとの間で書き込み、読み込みが行われているため、
ドライブの内容は一切変更されません。
　コンピューターを再起動することで一時ファイル
に書き込まれた内容は破棄されますので、変更され
た設定やデータなどを簡単に元の状態に戻すことが
できます。一時ファイルをすべてメモリに割り当て

れば、書き込まれたデータは完全に消去されますの
で、よりセキュアな環境を構築できます。
　なお、一時ファイルに書き込まれた内容は、オプ
ション設定で変更を実際のドライブに適用する（反
映する）こともできますので、利用環境や用途に応
じて使い分けることができます。

　下の図は、HD革命 /WinProtector による保護
中の動作を表したものです。
　保護中は、Windows やアプリケーションから
SSD、ハードディスクへの書き込みが行われても、
HD革命 /WinProtector がフィルターの役目を果
たし、書き込みを制限します。このときにデータを
書き込む場所が一時ファイルとなります。
　元からSSDまたはハードディスク上にあるデータ
はそのまま読み込まれますが、変更されたデータは
一時ファイルから読み込まれることとなります。一時
ファイルの設定する場所はメモリとハードディスクが
選択でき、その両方を使用することもできます。

HD 革命 /WinProtector の基本機能

保護中の動作

Windows／レジストリ／アプリケーション

ファイルシステム

SSDまたはハードディスクドライブ SSDまたはハードディスクドライブ

デ
ー
タ
の
読
み
込
み

デ
ー
タ
の
書
き
込
み

Windows／レジストリ／アプリケーション

ファイルシステム

HD革命 /WinProtector のドライバ

メモリーまたは別ドライブ上の
一時ファイル

保護されていない状態 保護中

①

②

③

① 通常使用時はドライブ
への書き込みは行われず、
一時ファイルに記憶され
ます。

② ドライブへの変更を適
用するとき、SSD やハ
ードディスクに書き込み
ます。

③Windows 使用中に変更
されたデータを読み込む
場合は一時ファイルから
読み込まれます。

HD革命/WinProtector
が実現した機能

HD 革命 /WinProtector による保護の動作図
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ドライブの保護
　ドライブの保護を行う手順を説明します。

　Ark ランチャーで「コンピューターの保護」→「ド
ライブの保護／保護の解除」を選択します。

　保護を開始する前に準備中のメッセージが表示さ
れます。環境によっては開始までに時間がかかりま
す。

　保護中は、メインウィンドウの状態で「保護され
ています。」と表示されます。

「ドライブの保護／保護の解除」を選択 保護の準備

ドライブの保護

「開始」を選択

　「開始」をクリックします。

1 3

4

2

❶クリック

❷クリック

❸クリック

ARKランチャーについて

Arkランチャーは、HD革
命/WinProtectorの メ イ
ン画面の起動や、各種ツー
ルを起動することができま
す。Arkランチャーは「C:\
Program Files\Common 
Files\ARK Information 
Systems Share」にイン
ストールされます。
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　ドライブの保護を解除する手順を説明します。

　Ark ランチャーで「コンピューターの保護」→「ド
ライブの保護／保護の解除」を選択します。

　終了ダイアログ（詳細は2-6ページ）で、保護中
にドライブに書き込まれた内容を適用するかどう
か、また、その後の動作を選択します。

　保護を解除中は次のメッセージが表示されます。
環境によっては解除までに時間がかかります。

「ドライブの保護／保護の解除」を選択

終了ダイアログで設定

保護の解除

「解除」を選択

　「解除」をクリックします。

1

3

4

2

❸クリック

変更内容を適用する場合はチェックを入れます。適用する場合、
解除処理に時間がかかることがありますが、処理中はコンピュ
ーターの電源を切ることや、リセットを行うことはしないでく
ださい。

Point
終了ダイアログは、保護中に Windows のシャットダウン・
再起動を行う場合にも表示されます。「詳細設定」オプシ
ョンで表示しないようにすることもできます。

　保護が解除されると、メインウィンドウの状態で
は「保護されていません。」と表示されます。

❶クリック

❷クリック

ドライブの保護の解除
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モニターウィンドウと一時ファイル容量
　HD革命 /WinProtector が起動するとモニターウィンドウが表示され（「ウィンドウの設定」（2-17 ページ）
で非表示に設定することも可能）ます。
　モニターウィンドウには、保護中かどうかと、保護中のときは一時ファイルの全体容量と使用済み容量（％）
が表示されます。

Point
一時ファイルの使用済み容量の増加について
一時ファイルの使用済み容量は、ドライブに書き込みが行
われることで増加します。そのため、システムユーティ
リティやアンチウィルスソフトなどによりドライブに定
期的に書き込みが行われると、一時ファイルの使用容量
は通常の場合よりも早く増加することになります。また、
Windows の復元ポイントの自動作成や、自動更新による
書き込みでも一時ファイルの使用量は増加します。
停止させても問題がないソフトウェアや機能を停止するこ
とで、一時ファイルの使用済み容量の増加を抑えることが
できます。

　HD 革命 /WinProtector による保護状態にて
Windows を使用し続けると、一時ファイルの使用
済み容量（％）が増加します。
　一時ファイルの使用済み容量が規定値に達すると、
コンピューターはシャットダウン／再起動します
（「リミット時の動作」設定は 2-16 ページ参照）。
　一時ファイルの使用済み容量が 100％になると、
強制的にコンピューターが再起動します。

最小化すると小さな
ウィンドウに変わり
ます。 クリックすると

元のサイズに戻
ります。

保護の解除状態

保護中
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解除セレクターと終了ダイアログ
　HD革命 /WinProtectorでは、Windows の起動と終了時に保護の解除・設定をするセレクターとダイアロ
グが表示されます。セレクターとダイアログは「詳細設定」オプションで表示しないようにすることもできます。

● OS 起動時から保護を開始する場合
　Windows の起動時に、保護を解除するセレクタ
ーが表示されます。カウントされている間に「ESC」
キーを押すと保護を解除することができます。

解除セレクター 終了ダイアログ

　「終了ダイアログ」は保護の解除時に表示され、変
更の適用と次回起動時の動作を選択することができ
ます。コンピューターのシャットダウン／再起動時
も保護を解除しますので、同様に「終了ダイアログ」
が表示されます（ログオフでは表示されません）。

保護を開始してから変更された内容をドライブに書き込みま
す。「リミット時の設定」（2-16 ページ）で「現在の状態をド
ライブに適用後、保護を継続する」が選択されている場合は
チェックが入った状態になり、必ず変更が適用されます。

「その他の設定」（2-19 ページ）の「コンピューター
起動時／終了時の設定」の設定を「起動時の保護な
し」に変更します。起動時からの保護が設定されて
いない場合は選択できません。再度起動時から保護
を開始する場合は、設定をしなおしてください。

終了時の動作を選択します。「何もしない」は変更
内容をドライブに適用する場合のみ選択できます。

Point
「OS 起動時の設定」チェックボックスは、OS 起動時と
リアルモードから保護を開始する場合は「OS 起動時に保
護を開始しない」、ログオン時から保護を開始する場合は

「ログオン時に保護を開始しない」と表記されます。

Point
オプションの「その他の設定」で「コンピューター起動時
／終了時の設定」を「リアルモードから保護を開始する」
にしている場合は、こちらのメッセージが表示されます。

※「ESC」キーを押すと保護を解除せずに Windows が起動します。

●継続保護を行う（リアルモードから保護を開始す
る）場合
　オプションの「その他の設定」で「シャットダウ
ン／再起動時に一時ファイルの内容を継続する」を
選択している場合は、OS起動時からの保護とは異
なるメッセージのセレクターが表示されます。
　カウントされている間に「ESC」キーを押す
と本当に保護を解除するかの確認がもう一度あり、
「Y」キーを押すと保護を解除することができます。

　保護解除用のパスワードを設定している場合は
パスワードの入力を求められます。ここで正しい
パスワードを入力しない場合は保護を解除して
Windows を起動することができません。

　保護解除用のパスワードを設定している場合はパ
スワードの入力を求められます。ここで入力を３
回間違えると入力が中止され、保護された状態で
Windows が起動します。
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オプションの設定
　「詳細設定」では、「一時ファイル」のサイズや除外設定、通知
に関する設定など変更することができます。オプション設定の変
更は、保護を解除した状態で行う必要があります。パスワードを
設定している場合は、詳細設定画面を表示するためにパスワード
の入力が必要です。
　なお、「Simple Edition」は、機能が限定されるため、一部表
示されない画面があります。

❶保護するディスクの設定
保護をするディスクの番号を選択します。

❷保護するドライブの設定
❶で選択したディスクの中にあるドライブが表示されますので、
保護するドライブにチェックを入れます。

保護するドライブの設定
❶

❷
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Point

Point

「一時ファイル」はクラスタサイズに比例して消費量が大
きくなります。つまり、同じファイルをクラスタサイズ
が異なるドライブに書き込んだ場合、4KB よりも 8KB 
のほうが一時ファイルの消費量は 2 倍となります。また、
複数のドライブが選択されている場合、一番大きいクラス
タサイズが使用されるため、保護するドライブに FAT32 
と NTFS が混在するような環境では、NTFS だけの場合
に比べて一時ファイルの消費量は大きくなります。

「インデックス」には、保護するドライブサイズに対して
約 1,000 分の 1 のメモリ容量が必要です。保護するド
ライブのサイズが大きくなるほど、必要な容量が大きくな
ります。

「一時ファイル」と「インデックス」の両方をメモリのみ
に設定すると、より多くのメモリ容量が必要となるため、
環境によっては保護を行うことができなくなります。メモ
リが不足する場合は、ハードディスクに設定してください。

❶一時ファイルの場所を選択
「一時ファイル」とは、保護中にドライブに対して
書き込まれたデータそのものを一時的に保存するた
めのものです。ここでは、「一時ファイル」を作成
する場所を選択します。「メモリー＋ハードディス
ク」が選択された場合は、一時ファイルはメモリか
ら先に消費されます。

❷インデックスの場所を選択
「インデックス」とは、保護中にドライブのどの
位置（セクター）にデータが書き込まれたのかを
保存するためのものです。ここでは、「インデッ
クス」を作成する場所を選択します。64bit 版の
Windows では「OS管理外メモリー」は選択でき
ません（「インデックス」については、1-5 ページ
の注意事項を参照）。

一時ファイルの保存先

❶

❷
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Point
「一時ファイル」の使用済み容量が 100％になると、保護が継続できずに
コンピューターが強制的に再起動されてしまいます。頻繁に再起動が行わ
れるような場合は、「一時ファイル」のファイルサイズを大きくしてくだ
さい。また、強制再起動により必要なデータを紛失しないように、データ
は保護するドライブ以外に保存することを推奨します。一時ファイルの増
加を軽減するための方法がありますので、3-2 ページを参考にしてくだ
さい。

❶ドライブの設定
「一時ファイル」の保存先ドライブを指定します。

❷サイズの設定
ハードディスク上に作成する「一時ファイル」のサイズを指定
します。

一時ファイル（ハードディスク）

❶

❷
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❶サイズの設定
メモリ上に作成する「一時ファイル」のサイズを指定します。

❷使用するメモリー領域の選択
メモリ上に作成する「一時ファイル」の保存領域を選択します。
64bit 版のWindows では「OS管理外メモリー」は選択でき
ません。

一時ファイル（メモリー）

❶

❷

「一時ファイル」のサイズを大きくしても、実際に使用で
きるメモリが不足している場合、保護を行うことはできま
せん。また、システムメモリを使用する場合、サイズを大
きくするとWindowsが使用できるメモリ容量が少なくな
ります。保護を行うことができないときや動作が遅くなる
場合は、サイズを小さくするかハードディスクのみを使用
するようにしてください。
OS 管理外メモリを使用する場合の注意事項は1-5 ページ
を参照してください。
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❶項目の選択
保護中に除外する（保護しない）項目名にチェックを入れます。除
外設定を有効にする場合、「その他」のタブの保護設定で、「保護ド
ライブへの全ての書き込みを一時ファイルに書き込む」にチェック
が入ります。
項目名には、標準で「ログファイル」、「デスクトップ」、「ドキュメ
ント」が登録されていますが、新たに項目名を追加するには、「追加」
をクリックして項目名を入力します。

除外する項目の設定

❶

❷

❸

（「Simple Edition」は対応していません）
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❷除外するファイル、フォルダーの選択
❶で追加した項目名を選択し、「フォルダー追加」、「ファイル追加」ボタン
をクリックして除外する任意のフォルダー、ファイルを指定します。ここに
リストされたフォルダー、ファイルは、保護を解除しても、保護中に書き込
まれたデータはそのまま削除されずに残ることになります。

フォルダー追加画面

ファイル追加画面

レジストリキー選択画面

保護しないレジストリーの設定を行うと、終了ダイアログ
（2-6 ページ）において「一時ファイルを適用する」のオ
プションは選択できなくなります。

❸保護しないレジストリキーの設定
❶で作成した項目名を選択し、保護しない
レジストリキーを追加します。ここにリス
トされたレジストリキーは、保護を解除し
ても変更された各値は保護中の状態のまま
残ります。
「レジストリキー追加」をクリックすると
右の画面が表示されますので、保護しない
レジストリキーを選択します。「選択され
ているレジストリキー名」欄に直接レジス
トリキーを入力することも可能です。こ
の場合は、先頭に必ず「HKEY_LOCAL_
MACHINE」を付けて入力してください。
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❶ Windows Update の設定
保護中にWindows Update を行うかどうかを設定します。「詳細」をクリック
すると、アップデート連携に関する設定を行うことができます（2-15 ページ参照）。

❷アンチウィルスソフトウェアの設定
保護中にアンチウィルスソフトウェアの更新処理を行うかどうかを設定します。
対象のアンチウィルスソフトがインストールされていない場合は選択できません。

❸コマンドの設定
任意のコマンド（例：「.exe」、「.bat」）を実行することができます。「連携前コ
マンド」は、「Windows Update の更新処理を行う」または「アンチウィルス
ソフトウェアの更新処理を行う」のチェックがON になっていなくてもコマン
ドだけを実行することができますが、「連携後コマンド」はいずれかのチェック
をONにする必要があり、アップデート連携の終了後にコマンドが実行されます。

アップデート連携

❶

❸

❹

❷

❺

❻

（「Simple Edition」は対応していません）
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❹アップデート連携を実行するタイミング
アップデート連携を実施するタイミングを指定
します。
「スケジュールで実行する」が選択されている
場合、下の囲みの中で曜日や間隔など任意のタ
イミングを設定します。なお、「間隔：」は何
週ごとに実行するか１～ 10の値で指定し、「1」
は毎週、「2」は隔週ということになります。
「シャットダウン時に実行する」が選択されて
いる場合、クライアントPCがログオン状態に
ある時のみ有効となります。
「制限時間：」は、アップデート連携を行う時
間を制限するもので、指定した時間が経過する
とアップデート連携が途中であっても処理を終
了します。シャットダウン時、または任意のタ
イミングで実行する場合も「制限時間：」で指
定した時間が経過すると処理を終了します（詳
細は 2-27 〜 2-28 ページを参照）。

❺アップデート連携後のシャットダウン設定と遅延時間
アップデート連携終了後にコンピューターをシャットダウンすることができます。アップデート連携中はコンピ
ューターが何回か再起動し、アップデートが完了するとシャットダウンが行われます。ただし、「制限時間：」
で指定した時間が経過すると、アップデート連携が途中であっても処理を終了し、シャットダウンされます。また、
遅延時間を設定すると、アップデート連携時に自動ログオン後すぐに開始せず指定した時間を待ってからアッ
プデート連携が開始されます。遅延時間は、0～ 10分の範囲で設定できます。

❻更新処理を実行するアカウントの設定
アップデート連携を行うときは、コンピューターの再起動が行われます。その際、自動的にログオンするた
めのアカウント（ユーザー名とパスワード）を入力します。「連携前コマンド」のみ実行する場合もアカウ
ントの入力が必要です。アカウントは、管理者権限を持ったアカウントである必要があります。ドメイン環
境でのクライアントPCで使用する場合、クライアントPCのローカル管理者のアカウントを入力してく
ださい。「ユーザー名」と「パスワード」は、64文字まで設定できます。
入力後は、「アカウント確認」をクリックして入力したユーザー名、パスワードが正しいかどうかを確認して
ください。

❹

❻

❺

アップデート連携画面（再掲）
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WSUS サーバーを使用する場合にチェックを入れ、WSUS サーバ
ーと統計サーバー（通常は WSUS サーバーと同じ）欄にサーバー名
を入力します。

「Windows Update の設定」の「設定」ボタンをクリックし、アッ
プデート連携に関する詳細な設定を行います。

プロキシサーバーを使用する場合にチェックを入れ、サーバー名とポ
ート番号を入力します。認証付きプロキシの場合には、ユーザー名、
パスワードも入力します。

アップデート連携により適用する更新プログラムの種類を選択します。

アップデート連携によって適用しない更新プログラムを「KB 番号」、
「文字列」から指定します。
「KB 番号」の場合、適用しない更新プログラムの KB 番号の数字部
分のみを入力します。

「文字列」の場合、適用しない更新プログラムの名前に含まれる文字列
を入力します。例えば、「.NET Framework」と入力した場合、この
文字列が含まれている更新プログラムはすべて適用されなくなります。

Windows Update アップデート連携に関する詳細設定

実行するコマンドとコマンドに渡す引数（パラメーター）を指定します。
例：コマンド：D:\Execute\Setup.exe
　　オプション：/silent

このオプションが ON の場合は、指定したコマンドを管理者として
実行します。Windows 上でエクスプローラーを右クリックして「管
理者として実行」を選択した場合と同様の操作となります。

このオプションを ON にすると、「タイムアウト」で指定した時間だ
け次のアップデート連携処理に進まずに待機します。なお、コマンド

が実行中であっても「タイムアウト」で指定した時間が経過した場合は、次のアップデート連携処理が開始されます。0 秒を
指定した場合、タイムアウトは行われません。オプションが OFF の場合は、コマンドの実行とともに次のアップデート連携
処理に進みます。

「アップデート連携前／実行後コマンドの設定」の「設定」ボタンをクリックし、コマンドの設定とオプションスイッチを指
定します。

アップデート連携時にコマンドを実行する場合、「終了するまで待機する」がONでタイムアウト
に 0秒（タイムアウトなし）を設定する場合は、そのコマンドが確実に終了することを確認して
から設定してください。例えば、コマンドに「notepad.exe」を指定して実行した場合、開いた
ウィンドウが閉じられるまでは先に進まなくなります。
なお、コマンドが実行中であってもアップデート連携を行う「制限時間」が指定した時間経過した
場合は、アップデート連携が終了しコンピューターが再起動されます。

コマンドの設定とオプションスイッチの指定
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❶アラームの設定
・一時ファイルが使用されるたびにメッセージで知らせる
「一時ファイル」が設定した容量だけ使用されるたびにメッセージを表示します。例えば、「20%」とした場合、
「一時ファイル」の使用済み容量が 20%、40%、60%、80%となったときにメッセージが表示されるよう
になります。

・使用済み容量が規定値（リミット）に達したときにアラームで知らせる
「一時ファイル」の使用済み容量が下にあるスライダーで設定した容量になった場合に、「アラームの選択」
で選択したアラーム設定で警告をします。

❷動作の設定
「アラームの設定」とは別に、「一時ファイル」が下にあるスライダーで設定した容量まで使用されたとき
に、選択した動作を実行します。「現在の状態をシステムに適用後、保護を継続する」が選択されている場合、
一時的に保護を解除して「一時ファイル」に保存された内容をドライブに書き込み、その後保護を再開します。
なお、「現在の状態をシステムに適用後、保護を継続する」を使用するには、「一時ファイルの設定」タブで「一
時ファイル」の場所に「メモリー」を選択し、かつ、保護対象のドライブが１つの場合のみ設定が有効とな
ります。「Simple Edition」では、「現在の状態をシステムに適用後、保護を継続する」の機能はありません。

リミット時の設定

❶

❷
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❶タスクトレイの表示設定
HD革命 /WinProtector が起動しているときに、タスク
トレイにアイコンを表示するかどうかを設定します。「バ
ルーンで情報を表示する」にチェックが入っている場合は、
保護の開始や解除、「リミット時の設定」タブで設定した
アラーム情報などをバルーンメッセージで表示します。

❷モニターウィンドウの表示設定
「一時ファイル」の使用済み容量と保護の状態を表示する
モニターウィンドウの設定を行います。モニターウィンド
ウは、大小２つのサイズが用意されており、チェックを外
すことでモニターウィンドウを表示しないようにすること
もできます。

ウィンドウの設定

❶

❷

Windows 10 の場合

Windows 8.1/7 の場合
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❶その他の保護設定
・マスターブートレコード (MBR) を保護する
「保護するドライブの設定」タブで選択したディスクのマスターブートレコードを保護するかどうかを設定
します。

・ページファイルを保護する
ページファイル（pagefile.sys）を保護するかどうかを設定します。このオプションを選択した場合、ペー
ジファイルの使用状況により、オプションを選択しないときよりも「一時ファイル」の使用量が増加するこ
とになりますので注意が必要です。

・保護ドライブへの全ての書き込みを一時ファイルに書き込む
このオプションが選択された場合、ドライブの空き領域も保護対象となります。保護中に書き込まれた内容
は、空き領域も含め全て「一時ファイル」に書き込まれることになります。このオプションを選択した場合、
セキュリティは向上しますが、「一時ファイルの使用容量」はオプションを選択しない場合よりも増加します。
なお、「除外する項目の設定」タブで項目名を選択した場合は、このオプションを有効にする必要があります。

・システム予約済み領域を保護する
Windows 7 以降の環境で使用されている「システムで予約済み」、「回復パーティション」、「EFI システム
パーティション」を保護するかどうかを設定します。環境によってはこのような領域を保護できない場合が
あります。

その他の設定

❶

❷

❸

❹

❺
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❷コンピューター起動時／終了時の設定
保護を行うタイミングを選択します。

・起動時の保護なし
コンピューターの起動、またはWindows の起動時に保護は行われません。

・OS 起動時からの保護を開始する
Windows の起動時から保護を開始します。

・リアルモードから保護を開始する
コンピューターの起動時から保護を開始します。ただし、
GPTディスク環境では選択できません。

・ログオン時に保護を開始する
ユーザーがログオンした時から保護を開始します。「Simple 
Edition」では使用できません。

・解除セレクターを表示する
Windows の起動時に「解除セレクター」（2-6 ページ）を表
示するかどうかを設定します。また、解除セレクターにおける
カウントダウンの秒数も設定することができます。

・OS のシャットダウン／再起動時に終了ダイアログを表示する
Windows の再起動、またはシャットダウン時に「終了ダイアログ」を表示するかどうかを設定します。「リ
ミット時に設定」タブにおいて、「現在の状態をシステムに適用後、保護を継続する」が選択されている場合は、
ここでの設定に関わらず「終了ダイアログ」が表示されます。

❸パスワードの設定
保護の解除と「詳細設定」画面を開くためのパスワードを設定
します。パスワードは、半角英数字と一部の記号が使用可能で
32 文字まで設定できます。ただし、「リアルモードから保護
を開始する」を選択して使用している場合は、半角英数字で 8
文字に制限されます。パスワードを忘れてしまうと保護を解除
できなくなりますので注意してください。

❹継続保護の設定
・シャットダウン／再起動時に一時ファイルの内容を継続する
コンピューターをシャットダウン／再起動しても、一時ファイルを破棄せず、保護を解除するまで保護中に
書き込まれた内容が継続します。ただし、GPTディスク環境では選択できません。このオプションを使用
する場合は、「除外する項目の設定」（2-11 ページ）は使用できません。また、「Simple Edition」では使
用できません。

❺ネットワーク管理
・リモートによる保護開始／解除の操作を許可する
別のコンピューターにインストールされている「ネットワークマネージャー」から、リモートによる保護の
開始、解除の操作を許可するかどうかを選択します。「管理グループ名」には、「ネットワークマネージャー」
（3-6 ページ）で区別するグループ名を入力します。16文字まで入力が可能です。この機能は、「Standard」
エディションでのみ表示されます。

解除セレクターを表示しないよう
にすると、Windows の起動中に
保護をキャンセルすることができ
ません。起動中にアプリケーショ
ンの競合が生じた場合などは、キ
ャンセルができないとWindows
が起動できなくなります。あらか
じめ正常に起動できることを確認
してから、チェックをはずすよう
にしてください。

パスワード設定画面
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❶ユーザー名の選択
操作を行うユーザーを選択します。初期状態で、現在そのOS
に存在しているユーザー名の一覧が登録されています。「追加」
をクリックすると、新しくユーザー名を登録することができま
す。ドメインのユーザーを登録する場合は、「ドメイン名 \ユ
ーザー名」を入力してください。

ユーザー設定

❶

❷

Point
ユーザー名には、＊によるワイルドカード指定ができます。「＊」は 0 文
字以上の任意の文字列を表します。例えば「a ＊ r」と入力した場合、こ
の画面のユーザー名では、「Administrator」が該当することになります。

「ark」は後ろに「k」があるため「a ＊ r」の条件には該当しませんので、
指定する文字列に注意してください。

（「Simple Edition」は対応していません）
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❷実行可能な操作の選択
❶の「ユーザー名」で選択されたユーザーに対して、実行を許可する操作にチェックを入れます。管理者と
してログオンしているユーザーの動作を制限してしまうと、何も操作ができなくなってしまいますので、ユ
ーザー名を確認してからチェックをはずすようにしてください。

・保護の開始
保護の開始を許可します。保護の開始が不許可になっているときでも、「その他の設定」タブで「OS起動
時からの保護を開始する」または「リアルモードから保護を開始する」が有効になっている場合は、OS起
動時に保護が開始されます。

・保護の解除（適用して解除）
「一時ファイル」を適用して保護を解除することを許可します。

・詳細設定の変更
「詳細設定」画面を開いて設定を変更することを許可します。パスワードが設定されている場合は、パスワ
ードの入力が必要です。

・タスクトレイからの操作
タスクトレイのアイコンを右クリックしたときに表示されるメニューからの動作を許可します。

この画面で操作不可に設定されたユーザーがメイン画面などから操作を行おうとした場合、警告メッセージ
が表示されます。

Point
「その他の設定」の「ログオン時に保護を開始する」オプションの機能と「保
護の開始」の許可、不許可の設定を組み合わせることで、特定のユーザー
がログオンした場合だけ、保護を開始する（または、保護を開始しない）
という動作を設定することができます。
例えば、Administrator がログオンした場合は保護を開始せず、それ以
外のユーザーのログオン時に保護を開始するような場合、
①「ログオン時に保護を開始する」オプションを選択
②「ユーザー設定」で、Administrator の「保護の開始」を無効（チェ

ックをはずす）
に設定することで実現できます。
ただし、Administrator 以外のユーザーでログオンして保護が開始され
た後、そのユーザーがログオフし、次に Administrator がログオンした
場合は、保護がかかったままになります。
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❶設定ファイル
　「詳細設定」の各画面で設定されている内容を、設定ファイル（.ini ファイル）として保存（エクスポートする）
ことができます。また、その設定ファイルを読み込むこと（インポート）で設定を反映できます。
　複数台のコンピューターにHD革命 /WinProtector をインストールする場合など、あらかじめマスターと
なるコンピューターにおいてHD 革命 /WinProtector の詳細設定を行ってから設定ファイルを出力し、こ
れを他のコンピューターでのインストール時に適用するということが可能となります。複数台のコンピュー
ターを同じ設定で使用する場合に役立つ機能です。

設定のインポート／エクスポート

❶

Point
保存場所は、標準で HD 革命 /WinProtector のインストール先が指定さ
れています。インストールフォルダー以外の場所への出力、ファイル名の
変更を行うことも可能です。
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❶例外処理の設定
　「その他の設定」（2-19 ページ）で「OS起動時から保護を開始する」に設定されているが、何かしらのエ
ラーによって保護が開始されていない状態となった場合、Windows が起動してユーザーがログオンした場
合に、どのような処理を行うかを設定することができます。これにより、保護が行われないままコンピュー
ターが使用され続けることを抑制することができます。「管理者ユーザー」、「標準ユーザー」のそれぞれで、「何
もしない」、「メッセージ表示のみ」、「再起動」、「ログオフ」の中から動作を選択します。

例外処理

❶
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更新の確認

❶

❶更新の確認（ボタン）
「詳細設定」画面の左下に「更新の
確認」ボタンがあります。このボ
タンをクリックすると、HD革命 /
WinProtector の更新を確認するツー
ルが起動します。アップデータのダウ
ンロードには、製品のユーザー登録が
必要となります。なお、「更新の確認」
ボタンは販売先のOEM製品によって
は表示されていない製品もあります。

アーク情報システムのWeb
サイトにて既にユーザー登録
を行われている場合は、登録
したユーザー ID（メールア
ドレス）とパスワードを入力
し、「ユーザー登録」をクリ
ックします。
ユーザー登録を行われていな
い場合は、この画面より仮登
録を行うことができます。仮
登録を行うことで、アップデ
ータをダウンロードとインス
トールを行うことができます。

ユーザー登録の確認、または仮登録が完了すると、次の画面が表示されますので、「更新」をクリックします。
アップデータが存在する場合は、ダウンロードしてアップデートを実行します。

「更新確認ツール」にて製品
の仮登録をする場合、登録さ
れる情報は、ユーザー ID（メ
ールアドレス）、パスワード、
シリアルナンバーのみとなり
ます。サポートへのお問い合
わせや優待販売で製品をご購
入いただく場合は、正式なユ
ーザー登録が必要となります
ので、アーク情報システムの
Web サイトでその他の項目
の登録をお願いいたします。

Point
「アップデータが存在しない場合
は、「更新データがありませんで
した。」とメッセージが表示され、

「OK」をクリックすると更新の
確認ツールが終了します。

ユーザー登録を行うユーザー ID（メールアドレス）、パスワードを入力し、「ユーザー登録」をクリックします。
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HD革命 /WinProtector で保護を行っている間に、アップデート連携で「Windows Update」を行う設定にしている場合は、
開始時刻になると自動的にコンピューターが再起動してWindows Update が行われます。
アップデート連携中は保護が解除された状態となり、何回かコンピューターの再起動が行われます。

アップデート連携の開始時刻になると次のメッセージが
表示され、コンピューターが再起動します。

再起動後に次のメッセージが表示されます。

「詳細設定」の「アップデート連携」タブにおいて設定さ

一覧に表示された更新プログラムのインストールが終了
するとコンピューターが再起動します。このとき、適用
した更新プログラムがコンピューターの再起動を必要と
する場合は、次回コンピューターの起動時に次のメッ
セージが表示されます。

また、再起動後に更新プログラムがインストールされる
ような場合は、コンピューター起動時に次のメッセージ
が表示されます。この場合、複数回コンピューターが再
起動されることがあります。

Windows Updateの処理が全て完了すると、アップデー
ト連携の設定を元に戻し、コンピューターの起動時に保
護が開始されます。以降は、通常に操作が可能となります。

Windows Update 実行時の動作について

1

2

3

6

7

（「Simple Edition」は対応していません）

再起動後に次のメッセージが表示されます。

自動ログオン後にWindows Update が開始されま
す。この時、次の画面が表示され、Windows Update
（ファイルのダウンロードとインストール）が行われま
す。Windows Update が行われている間はWindows
の操作はできません。キャンセルをクリックすると
Windows Update を途中で止めることもできます。

4

5

Point
「アップデート連携終了後、
シャットダウン」のオプシ
ョンが選択されている場合
は、自動ログオン時に次の
メッセージが表示され、コ
ンピューターをシャットダ
ウンします。「キャンセル」をクリックするとシャッ
トダウンを中止することができます。

Point
適用する更新プログラム
が存在しない場合は、次
のメッセージが表示され、
コンピューターの再起動
が行われます。このとき、
アップデート連携に必要な設定を元に戻しますので、
次回の起動時から保護が行われます。

れたユーザーで自動ログオンし、
アップデート連携の設定が行わ
れます。このとき、右のメッセー
ジが表示され、コンピューター
が再起動します。

「Windows Update の設定」画面（2-13 ページ）
で設定した制限時間が経過すると、更新プログラム
のインストールが全て終わっていない場合でも、途
中でキャンセルされコンピューターを再起動します。
このときは下にあるメッセージが表示されますが、
メッセージは自動的に閉じます。Windows Update
が途中でキャンセルされた場合でも、制限時間内に
インストールされた更新プログラムは有効となりま
すので、同じ更新プログラムが重複してインストー
ルされることはありません。次の開始時刻がきて
Windows Update が開始されると、まだインスト
ールされていない残りの更新プログラムがダウンロ
ード、インストールされます。
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HD革命 /WinProtector で保護を行っている間に、アップデート連携で「アンチウィルスソフトウェアの更新」を行う設定
にしている場合は、開始時刻になると自動的にコンピューターを再起動してプログラムの更新処理を行います。アップデート
連携中は保護が解除された状態となり、何回かコンピューターの再起動が行われます。

アンチウィルスソフトウェアの更新開始時刻になると次
のメッセージが表示され、コンピューターが再起動しま
す。

再起動後に次のメッセージが表示されます。

「詳細設定」の「アップデート連携」タブにおいて設定
されたユーザーで自動ログオンし、アップデート連携の
設定が行われます。このとき、次のメッセージが表示さ
れ、コンピューターが再起動します。

再起動後に次のメッセージが表示されます。

自動ログオン後にアンチウィルスソフトウェアの更新処
理が開始されます。更新中は次の画面が表示されますが、
処理に時間がかかりますのでそのまましばらくお待ちく
ださい。
なお、アンチウィルスソフトウェアの種類によっては、
操作画面や設定画面、コマンドプロンプトが表示される
ことがありますが、操作は行わないようにしてください。
「終了」をクリックすることで更新処理を止めることも
できます。

更新処理が完了すると次のメッセージが表示され、コン
ピューターが再起動します。このとき、アップデート連
携の設定は元に戻されますので、次回のコンピューター
の起動時から保護が開始します。以降は、通常に操作が
可能となります。

アンチウィルスソフトウェアの更新動作について　　

1

2

3

4

5

6

Point
「 詳 細 設 定 」 の「 ア ッ プ デ ー ト 連 携 」 タ ブ で、
Windows Update とアンチウィルスソフトウェアの
両方の更新処理を設定した場合は、最初にアンチウィ
ルスソフトウェアの更新が行われ、アンチウィルスソ
フトウェアの更新完了後に Windows Update が行
われます。

（「Simple Edition」は対応していません）



2 ｰ 27

「アップデート連携」は、HD革命 /WinProtector で保護を行っている間に、Windows Update 、アンチウィルスソフトウェ
アの自動更新を行う機能です。設定した日時になると、保護を一時解除し、ダウンロード、適用した上で保護を再開します。
「アップデート連携」には、いくつかの制限および注意事項があります。以下に「アップデート連携」を実行するタイミング
の例をあげて、動作を説明します。

間　　隔：金曜日
開始時刻：23：00
制限時間：5 時間

●アップデートが指定した時間内に終了しなかった場合 ●更新プログラムの順序に依存関係がある場合

更新が制限時間（例では５時間）内に完了しなかった場
合、残りの更新は、次の「アップデート連携」が実行さ
れるタイミングで適用されます。
例えば更新プログラムが 10個あり、制限時間内に６個
まで完了した場合、残りの４個は次の「アップデート連
携」のタイミングで適用されます。なお、終了時刻になっ
ても更新が実行中だった場合、その更新は途中でキャン
セルされ次のアップデート連携のタイミングで再度適用
されます。

更新プログラムⒶに依存する更新プログラムⒷが存在す
る（更新プログラムⒶが先に適用されていないと、更新
プログラムⒷが適用できない）場合、はじめに更新プロ
グラムⒶを適用した後、次のアップデート連携のタイミ
ングに更新プログラムⒷが適用されます。

〈タイミングの設定例〉

アップデート連携について　　

Point
この設定では、毎週金曜日の 23 時になると「アップデート連携」機能により自動
更新が開始します。制限時間（開始から終了までの時間）はユーザーがリストの中
から指定（最大 5 時間）できますが、実行可能なアップデートがすべて適用され
た場合は、制限時間の終了を待たずにコンピューターが再起動し保護を継続します。

アップデートの実行内容

金曜日
23：00

開始時刻
⬇

土曜日
04：00

終了時刻
⬇

制限時間：5時間

金曜日
23：00

開始時刻
⬇

土曜日
04：00

終了時刻
⬇

制限時間：5時間

翌週

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

更新が10個存在し、
そのうち６個が制限時
間内で完了すると…

前回の残り４個を実行します。こ
の時点で最新の更新プログラム
が存在する場合、合わせてそれ
も実行します。

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

更新プログラムⒶを適用。
この時点では更新プログ
ラムⒷは適用されません。

更新プログラムⒷが適用。
この時点で最新の更新プロ
グラムが存在する場合、合
わせてそれも適用されます。
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金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

電源ＯＮ、ログオン状
態になったタイミング
から終了時刻までの
間、アップデート実行。

開始時刻から終
了時刻までの間、
アップデート実行。

設定した時間範囲外で電源ON、
ログオン状態になってもアップデー
トは実行されません。

電源ＯＮ／ログオン

前回のアップデート連携が行われている場合は、次回の
アップデート連携開始時刻までアップデートは実行され
ません。

アップデート連携が設定されている時間範囲外にアップ
デート連携が開始し、アップデート連携の開始時刻をま
たぐ場合、アップデート開始から制限時間（この例では
5時間）経過するまでアップデートが実行されます。
この場合、実行予定だったアップデート連携はキャンセ
ルされ、次回のアップデート連携開始時刻までアップ
デートは実行されません。

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

電源ＯＮ、ログオン状態に
なったタイミングから制限時
間（この例では５時間）、ア
ップデート実行。

開始時刻から終了時
刻までの間、アップデ
ート実行。

電源ＯＮ／ログオン

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

設定した時間外であっても、電
源ＯＮ、ログオン状態になったタ
イミングから制限時間（この例で
は５時間）、アップデート実行。

開始時刻から終了
時刻までの間、ア
ップデート実行。

電源ＯＮ／ログオン

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

前回のアップデート連
携が行われていると…

電源ＯＮ、ログオン状態に
なっても次回のアップデ
ート連携時刻までアップ
デートは実行されません。

電源ＯFF

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

電源ＯＮ、ログオン状態になったタイミングから、
制限時間（この例では５時間）アップデートが実
行。制限時間は延長されない。

電源ＯFF
●「実行するタイミング」（2-13 ページ）で「前回開始されなか

った場合、起動時／ログオン時に開始する」が ON の場合

アップデート連携の開始時刻から制限時間内に、コン
ピューターが起動していなかったなどの理由でアップ
デート連携が行われていないとき、「前回開始されなかっ
た場合は、起動時／ログオン時に開始する」オプション
（2-13 ページ）がONの場合は、コンピューターの電
源がONになったときやログオン時にアップデート連
携を開始します。
※ログオン時に開始される場合は、通常のアップデート
連携時と同様に「アップデート連携の開始時刻になり
ました。」のダイアログが表示され、コンピューター
が再起動します）。

●「実行するタイミング」（2-13 ページ）で「前回開始さ
れなかった場合は、起動時／ログオン時に開始する」が
OFF の場合

アップデートの実行には、「実行するタイミング」で設
定した制限時間内で、コンピューターの電源がON、か
つ、ログオン状態である必要があります。
制限時間内にログオンされていない場合は、アップデー
トは実行されません。アップデートが実行されるのは、
終了時刻までの間のみとなります。

Point
オプション設定直後のアップデート連携について

「前回開始されなかった場合は、起動時／ログオン時
に開始する」オプションをONにして「OK」を押し、「詳
細設定」画面を閉じたのが 4:00 以降とすると、次の
アップデート連携実行タイミング ( 次の 23:00) まで
の間は、時間範囲外でもアップデート連携は開始され
ません。
次の実行タイミングの終了時刻（次の 4:00）以降は、
時間外でもアップデート連携を開始する対象となりま
す。

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

電源ＯＮ、ログオン状態に
なっても、アップデートは実
行されません。

設定後、「詳細設定」画面を閉じた時刻



第 3 章

便利ツール

ここでは、HD 革命 /WinProtector をより便利にご利用い
ただくための各種ツールについて説明しています。
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❶クリック

設定の変更

　Arkランチャーで「便利ツール」→「ComfortDisk」
を選択します。

　各機能を有効にするか無効にするかを、ON／
OFFにより設定します。変更後はコンピューター
の再起動が必要です。

ComfortDisk

21 「ComfortDisk」を選択

　Windows には、パフォーマンスを向上させるために環境を最適化する機能があります。しかし、この機能
が動作するとハードディスクへの書き込みが発生し、HD革命 /WinProtector の一時ファイルを増加させる
原因となります。
　「ComfortDisk」は、Windows に付属している最適化機能のうち、ハードディスクやSSDへの書き込み
を行う機能の設定を変更するツールです。

❸各設定を変更

各機能をOFFにするとハードディスク、SSD
への書き込みは減少しますが、Windows の
パフォーマンスは低下します。

❹クリック

自動デフラグ：Windows は、何も操作がされていない状態（アイドル状態）のときに自動的にデフラグを実行しています。こ
の自動デフラグの設定を変更します。

インデックスサービス：Windows は、ファイルやフォルダーのインデックスを作成し、このインデックスを参照することで
高速な検索を可能としています。このインデックスを作成する機能の設定を変更します。

スーパーフェッチ：頻繁に使用するファイルやアプリケーションを解析し、あらかじめメモリにロードしてパフォーマンスを
向上させる機能です。Windows 7 以降ではスーパーフェッチ（SuperFetch）といいます。

Trim 機能（Windows 7 以降）：SSD の性能低下を抑制するために OS から SSD に対して行われる機能です。この Trim コマ
ンドの設定を変更します。

Windows Update 自動更新：Windows の自動更新機能について下のメニューから選択することで設定を変更できます。
OS 起動時のチェックディスク：エラーが生じた場合など、Windows の起動時にチェックディスクが行われることがありますが、

この機能を有効にするかどうかを設定します。

❷クリック
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ドライブ情報の取得

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ドライブ
情報の取得」を選択します。

ドライブ情報の取得

1 2

❶クリック

❸情報を表示させたいディスクを選択

❷クリック

「ドライブ情報の取得」を選択

　コンピューターに接続されているハードディスクに関する情報を取得し、表示することができます。

この画面の「ツール」メニューには
Windows やパーティション情報を変更
する機能がありますが、誤った操作を行
うとWindows を起動できなくなります。
Windows やパーティションの状態に問題が
ないときには使用しないでください。

ドライブ情報を HTML ファイルに
書き出すときにクリック



3 ｰ 4

コンピューター情報の取得

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「コンピュ
ーター情報の取得」を選択します。

コンピューター情報の取得

2

❸各タブをクリックして、コンピュータ
ーの情報やインストールされているア
プリケーションなどの情報を表示

❹表示中のウィンドウの
スクリーンショットを
とるときにクリック

❺コンピューター情報を
テキストファイルとし
て書き出すときクリッ
ク

1 「コンピューター情報の取得」を選択

「コンピューターの情報」タブ 「アプリケーション」タブ

　コンピューターに関する情報を取得し、表示することができます。

❶クリック

❷クリック
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「革命シリーズ」タブ

「スタートメニュー」タブ 「ツール」タブ

「サービス／ドライバ」タブ

Point
「スタートメニュー」タブでチェックしたメニューを
Windows のデスクトップに作成することができます。

「ツール」タブで「ディスクの管理」「タスクスケジューラ」
ほかの Windows の機能を呼び出すことができます。
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ネットワークマネージャーのメイン画面

ネットワークマネージャー

2

1 ネットワークマネージャーのインストール

　ネットワークマネージャーは、ネットワークに接続されたHD革命 /WinProtector がインストールされて
いるコンピューターを検索し、保護の開始・解除などの操作をリモートコントロールするツールです。

　製品CDをドライブに挿入し、「NetworkManager」
フォルダーの中にある「WPNetworkManagerSet 
Up.exe」を実行します。

　Windows のスタートメニューで「HD革命 Win 
Protector」→「WinProtector ネットワークマネ
ージャー」を選択するとメイン画面が表示されます。
この画面でクライアントコンピューターの操作を行
います。

ネットワークマネージャーから「アップデー
ト連携開始」を行うために、あらかじめクラ
イアント側で「アップデート連携」の設定が
行われている必要があります。
「アップデート連携」の設定が行われていな
いクライアントに対しては、「アップデート
連携」をクリックしても何も起こりません。

クライアントとして利用
可能なコンピューターの
状態が表示されます。

ここで選択した管理グループ名が設定されているクライアントの
みリストに表示されます。
初期設定では管理グループ名は「グループ無所属」が１つだけな
ので、他のグループ名のクライアントを表示する場合は「グルー
プ追加」で管理グループ名を登録します。

一覧で選択したクライアントコンピューターの保
護の開始、解除などを行います。 Point

クライアントとなるコンピューターの管理グループ名は、
HD 革命 /WinProtector の「その他の設定」画面（2-18
ページ）で設定します。

（「Standard」のみ）
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ネットワークマネージャーから、選択したクライアントに対して「アップデート連携」を行う場合は、クライアントのコンピュー
ターの状況により次のように画面が変遷します。

通常時
HD革命 /WinProtector で保護が開始されていない
場合は、「状態」に「保護OFF」と表示されています。
保護中は「保護ON」と表示されます。

アップデート連携が完了しクライアントコンピュー
ターが再起動中
アップデート連携が完了して、クライアントコンピュー
ターが再起動中（Reboot for Windows Update Finish 
/ Anti-Virus Software update Finish… の表示が
出ているとき）、ネットワークマネージャーには何も
表示されません。

アップデート連携がすべて完了すると、クライアント
コンピューターの表示は、「1 通常時」の表示に戻り
ます。

「アップデート連携開始」をクリックしたとき
「状態」が「再起動中」になり、一時ファイル使用量
の欄に「アップデート開始」と表示されます。このと
き、クライアントコンピューターは自動的に再起動が
行われます。

クライアントコンピューターが再起動中
アップデート連携のために、クライアントコンピュー
ターが再起動中（Reboot for Windows Update / 
Anti-Virus Software update… の表示が出ている
とき）は、ネットワークマネージャーには何も表示さ
れません。

アップデート連携が実行中のとき
クライアントコンピューターが再起動後にオートログ
オンし、アップデート連携が実行されている間は、「状
態」が「アップデート連携中」と表示されます。

アップデート連携時の画面表示

1

5

2

3

4

クライアントコンピューターが操作中で
あっても、ネットワークマネージャーで
「アップデート連携開始」がクリックさ
れるとクライアントコンピューターは自
動的（強制的）に再起動が行われてしま
います。
クライアントコンピューターの使用状況
に注意してください。
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